
はじめに 

 

埼玉県教育委員会では、平成３０年度から２年にわたり、文部科学省の委託を受け、

学校保健総合支援事業「養護教諭育成支援事業」を進めてまいりました。 

本事業は、学校保健の中核となる養護教諭のさらなる資質・能力の向上のための取

組を行い、その成果を県内に広めていくものであります。 

養護教諭の免許状に関する教職課程の認定を受けた大学の協力を得て、「養護教諭育

成支援事業連絡協議会」及び「調査研究委員会」を設置しました。埼玉県教育委員会

が平成３０年２月に作成した「埼玉県教員等の資質向上に関する指標【養護教諭】」（以

下、育成指標）の具現化のための方策を検討し取組を進めてまいりました。 

平成３０年度に続き、令和元年度も学識経験者や専門家から様々な指導助言をいた

だき、幅広い視点からの意見を反映させた報告書を作成することができました。 

 令和元年度の取組の特徴は、平成３０年度に作成した報告書の活用です。 

埼玉県で実施している年次研修での活用、地域の養護教諭部会で「課題解決演習シ

ート」を活用した研修会、埼玉県養護教諭会の協力を得て「活用チェックリスト」を

用いた調査研究について報告します。 

本報告書を今後の埼玉県における学校保健充実のために、各地域、学校において御

活用いただければ幸いです。 

結びに、本事業の円滑な推進に御尽力いただきました各関係機関、団体の皆様に深

く感謝申し上げます。 

 

令和２年２月 

 

埼玉県教育局県立学校部保健体育課課長  

伊藤 治也  
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１ 連絡協議会の設置 

 

 

 

（１）「養護教諭育成支援事業」を推進するための方針の協議、検討を行う。 

（２）「養護教諭育成支援事業」を推進するために係る取組の検討を行う。 

（３）「養護教諭育成支援事業」における成果の検証及び普及を行う。 

２ 調査研究委員会の設置 

 

 

 

（１）調査研究委員会との連絡調整は、事務局が養護教諭育成支援事業連絡協議会の指導・助

言を受けながら行う。 

（２）「養護教諭育成支援事業調査研究委員会」は、事業報告書を作成する。 

３ 事業の成果 

（１）「埼玉県養護教諭の年次研修」と「教員等の資質向上に関する指標【養護教諭】」との

関連を整理した一覧表を活用したことにより、育成指標と研修の内容を関連付けることが

できた。受講生の研修の目標が明確になり、養護教諭の専門性について考えを深める機会

となった。さらに、受講後には実践への意欲の向上がみられた。 

（２）「教員等の資質向上に関する指標【養護教諭】」に基づく、「日々の実践に活かす活用

チェックリスト」を活用し、養護教諭一人一人が自分の現状を把握し、資質向上を目指す

ため具体的な方策を確認することができた。 

（３）養護教諭の資質・能力の向上を目指した課題解決演習シートを活用した研修会を実施し

た。演習を通して養護教諭の専門性を具現化したことにより、養護教諭が行う現代的な健

康課題解決のための実践は、その後の教育活動に繋がることがわかった。 

（４）育成指標の活用により、埼玉県の求める養護教諭の資質・能力が具体的に示された。子

供たちの健康の保持増進のすべての活動に関わる養護教諭の資質・能力の向上のため、養

成・採用・研修の一体化の重要性が示唆された。 

４ 今後の課題 

（１）子供たちの現代的健康課題に対応できる養護教諭の力量形成のための研修の機会が必要

である。引き続き、教員等の資質向上に関する指標【養護教諭】の具現化を目指し、養護

教諭の研修機会の確保と研修の有り方を検討していく。 

（２）一人一人の養護教諭の資質・能力の向上をめざし、本事業で開発した「活用チェックリ

スト」及び「課題解決演習シート」の活用を推進していく。 

 

 

 

埼玉県教育委員会に､養護教諭の免許状に関する教職課程の認定を受けた大

学関係者、学校関係者､医療関係者､関係機関職員等で構成する養護教諭育成支

援事業連絡協議会を設置し､事業の検討や効果の検証･分析等を行う。 

「養護教諭育成支援事業調査研究委員会」は、「養護教諭育成支援事業連絡

協議会」の指導助言を受けて、埼玉県の養護教諭の養成・採用・研修各段階に

おける資質向上策について調査研究を実施する。 
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２ 活用チェックリストの調査研究＜埼玉県養護教諭会調査研究から＞ 

「これからの養護教諭の職務と役割について考える」―自己評価から働き方改革につなげるー 
 

令和元年度、埼玉県養護教諭会１）によって「教員等の資質向上に関する指標【養護教諭】」活用チェックリ

ストを質問紙として用いた調査研究が実施された。その結果、埼玉県内国公立学校園すべての現職養護教諭が

活用チェックリストを通して自身の実践を振り返り、現状を確認するとともに、資質・能力の育成における今

後の具体的な方向性を見出すことができた。 

〇埼玉県養護教諭会が実施した研究の概要（詳細は巻末に掲載） 

１）埼玉県養護教諭会：全校種の養護教諭 1,635 人の会員数をもつ研究団体。 

２）本研究の働き方改革とは時間とゆとりの産生とし、養護教諭が心身の健康を損なうことがないよう職務の質的向上を図り、組織を生か 

して児童生徒の真に必要な教育活動を持続的に行うことと定義する。 

３）「保健管理」「保健教育」「健康相談・保健指導」「保健室経営」「保健組織活動」「学校保健活動に関する連携・調整」 
 

〇調査対象となった養護教諭の感想 

〇「活用チェックリスト」の存在をまだ十分に認識していませんでしたが、活用チェックリスト作成の目的やその内容等

を理解することができました。 

〇自分自身の達成状況や課題、どのようなことが求められているのか等を把握したい場合に、この１枚があれば確認でき

るので、すぐ手にとれる場所におくようにしました。 

〇活用チェックリストを記入したことにより、昨年度末に配付された「養護教諭育成支援事業報告書」を今一度じっくり

読んでみました。「演習シート」を全部記入するというのは日々の職務の中で大変ではないかと思ったが、「手順」を意

識することの重要性に気付いたので、「手順」を意識し、課題解決に向けて取り組んでいきたいと思います。 
 

埼玉県養護教諭会が主体となって調査を実施したことにより、県内すべての養護教諭が育成指標や活用チェ

ックリストの内容を確認する貴重な機会となった。活用チェックリストを通して自身の実践を客観的に見つめ、

現在のステージの把握及び「今目の前にいる子供たちにできることは何か」を考え行動につなげられたことは

大変意義深いと考える。 

また、埼玉県養護教諭会が見出した「これからの養護教諭の職務を考える上での課題」は、「養護教諭の資

質・能力の育成に関する課題」としても捉えることができる。自己評価が低い傾向にあった項目における専門

性を高める研修や、実践発表・後進への指導の機会等を意図的に計画していくことの必要性が見いだされた。

地区や地域での実践発表や指導・助言は、校種や経験年数を超えた養護教諭同士の学び合いにもなり、その結

果、職能集団としてのレベルアップや後進の育成、ひいては養護教諭としての自信や、やりがいを支える働き

方につながっていくと考える。 

［テーマ］これからの養護教諭の職務と役割について考える -自己評価から働き方改革２）につなげる- 

［目 的］①日々の職務を振り返りこれからの養護教諭の職務と役割を発揮するための働き方を考える。②自己評価と学校 

長が自校の養護教諭に求める役割（他者評価）の結果から各ステージに応じた研修の方向性を考える。 

［方 法］埼玉県教育委員会作成の「教員等の資質向上に関する指標【養護教諭】（以下、育成指標とする。）」活用チェック 

シートを用いた無記名自記式質問紙調査。 

［結果と考察］ 

〇養護教諭の６つの専門性３）を示す「育成指標項目（85 項目）」の回答数を分析した結果、経験年数が上がるほど自己評価も

上がり、経験年数による差異は明らかであった。これは、第１から第４のステージ毎に資質の積み上げをしている結果であ

る。採用時から段階的に様々な実践を積み上げている実績や経験から「できる」という自信につながっていると言える。 

〇一方、発展・後進育成期の第４ステージのうち「地区・地域や研修会等での実践発表、指導・助言、講師ができる」につい

ての自己評価は全体的に低く、経験年数の長い養護教諭にも同様の結果となった。個々の実践に自信を持つことや発信す

る力が必要であると考える。 

〇養護教諭の６つの専門性については、「保健管理」「保健室経営」「健康相談・保健指導」において自己評価が高い傾向がみ

られた。一方、「保健教育」「学校保健活動に関する連携・調整」「保健組織活動」の自己評価はやや低い傾向にあった。 

〇学校長に「自校の養護教諭に求める役割」について、育成指標より引用した 12 項目の中から 3 つを選択していただき他者

評価とした。その結果、学校長が自校の養護教諭に求める役割は、養護教諭が重点を置いている項目とほぼ一致した。管理

職から学校組織の一員として、学校全体を見ることができる養護教諭への期待は大きく、専門職として求める役割には校

種・学校規模・経験年数による差異が無いことが明らかとなった。 
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４ ファシリテーター（指導助言者）の観察記録 

  演習シートは育成指標と照らして自身の取組を振り返り、自分が高めるべき資質を明確にすることができる。そ

のため、講師の説明の意図することをより深く理解し、「手順１」から「今後の教育活動につなぐ」までの手順を効果

的に進めるためファシリテーター（指導助言者）係を設定した。演習におけるファシリテーター（指導助言者）の記

録は以下の通りである。 

演習シート 観察記録 

手順１ 

 

対象者の 

課題に気づく 

○説明の際に「事例にかける時間は短く」と説明がありスムーズな書き出しだった。 
○自身の実践事例を記入する参加者は、かなりの時間を要していた（15～20 分）。 
○事例を参考例から選択した場合は、書き出しがスムーズだった。 
○事例を選択する場合でも、迷って時間を要する参加者があった。 
○演習シート全体の理解と、記入例の読み込みに時間を要し、取組開始まで時間を要する参加者が
あった。 

（ファシリテーターからのアドバイス） 
○演習シートの取組に要する時間は、養護教諭の経験年数や実践事例数によって差がある。 
○事前に自身の実践事例もしくは、模擬事例をあらかじめ示し、そこから選択する等、事前準備する方
法で所要時間が短縮できる。 

○同じ事例を用いて演習を進めることによって、仮想演習になって効果的であると思う。 

手順２ 

背景・要因の

分析 

○背景要因の分析は、イメージしやすい様子が伺え、スムーズに記載できる。 
○背景要因は記入しやすいことから、情報量が多く記載に時間を要していた。 
○養護教諭の役割の欄は、「養護教諭の役割」「コーディネーター的役割」「資質能力」を分類して記
入することが難しそうであった。 

（ファシリテーターからのアドバイス） 
○時間設定と、わかっている範囲での分析を書くようにとの声掛けは良かった。 

手順３ 

支援チーム 

作り 

○スムーズに記入していた。 
○手順３～５は、つながりから記入しやすい様子であった。 
○支援チームのメンバーが多いと、手順５の枠が足りなくなっていた。 
（ファシリテーターからのアドバイス） 
○思い（理想）を書いてもよいとの声掛けは良かった。 

手順４ 

支援方針の

検討 

○「養護教諭としての必要な資質能力」は記入が難しく、記入例を書き写している参加者があった。 
（ファシリテーターからのアドバイス） 
・「養護教諭の役割の資質能力は報告書を参考に」という声掛けは良かった。 
・「養護教諭」の欄の記入に難しさを感じている参加者に「養護教諭として何をするか、関係者にどう働き
かけるかという視点で書いてみては」とアドバイスした。 

手順５ 

支援の実施 

（連携・分担） 

 

連携の 

タイミング 

○支援者の枠が足りないケースがあった。 
○管理職（校長、教頭）を支援チームのメンバーに記載しているものが多かった。 
○関係機関というよりは、担任、保護者を挙げていた。 
○手順３や４と重なる部分が多いため、記入の仕方に悩んでいる参加者がいた。 
○「逃してはならない連携のタイミング」の捉え方が難しいという声があった。 
○手順３の「支援チーム」のメンバーが手順５で書かれていないことがあった。 
（ファシリテーターからのアドバイス） 
○実際の校内組織体制だけでなく、理想でもよいという説明が良かった。 
○重なる部分があっても良いという声掛けが良かった。 
○「支援者」の枠が足りない場合を考え、罫線を引かずに記入できるようにするとよい。 

手順６ 

振り返りと 

改善 

○自身の実践事例を取り上げた参加者は、記入がスムーズだった。 
○事例集をもとに記入した参加者は、記入が難しい様子だった。 
○手順６まで到達できない参加者や時間に間に合わせるために記入例を写す参加者があった。 
（ファシリテーターからのアドバイス） 
○手が止まっている参加者へ声掛けは効果があった。 

今後の 

教育活動に 

つなぐ 

○時間が足りず到達できない参加者があった。 
○具体的な教育活動の記入が難しい様子があった。 
（ファシリテーターからのアドバイス） 
○先に進んで書いてみると良いと声掛けしたのは良かった。 
○具体的な教育活動に「保健組織活動」「保健教育」「健康相談」など指標の項目を載せてはどうか。 

育成指標 

との関連 

○育成指標の捉えが難しく書きにくそうな参加者があった。 
○育成指標１２項目との関連を理解することが難しい様子だった。 
（ファシリテーターからのアドバイス） 
○育成指標の項目を選択する方法にしてはどうか。 
○演習シートを活用の目的や研修形態によって、欄の形を変更可能にできるようにしてはどうか。 
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５ 研修後の成果と課題 ～ファシリテーター（指導助言者）によるまとめから～ 

（１）成果 

〇 これまでの対応を「対応」で終わらせるだけではなく、今後の教育活動につなぐプロセス

が極めて重要 

演習シートの個人作業によって、養護教諭の専門性、求められる役割など、養護教諭として個のレベルに

必要な資質・能力を確認、検証することができていた。実際の個別作業の場面では「あの時、こうすれば良か

ったのか」「どの資質も大事だけれど自分でやってこられていないな」等、今までの対応を振り返り、養護教諭

として必要な資質・能力を考える発言があった。この課題解決演習シートでは、養護教諭の役割を中心に現

代的健康課題への対応をチーム学校の視点で手順に沿って記述し、今後の教育活動につなぐという一連

の流れを言語化、視覚化することができる。慣れない作業にかなりの時間を要する参加者もいたが、今後の

教育活動の具現化につながる演習となり、これまでの対応を「対応」で終わらせるだけではなく、今後の教育

活動につなぐプロセスが極めて重要であることに改めて気付くことができたものと思う。この課題を明確にする

演習によって、４つの課題解決ステップ（文部科学省平成２９年３月）や６つの手順を意識しながらこれからの

日々の実践に取り組むことができれば、今回の体験的な学びが最大限生かされることになると考える。 

 

〇 これから身に付けなければならない資質・能力は何か再認識できる演習 

養護教諭として、経験年数や持ち合わせた事例の数に違いはあるが、今まで学んできた理論と学校現場

での実践を統合し、目の前の子供たちの健康課題解決に取り組んでいく必要がある。そのために、自身の立

ち位置と求められる資質能力を確認・検証することは重要であり、これから身に付けなければならない資質・

能力は何か再認識できる演習となったのは、育成指標との関連を盛り込んだことによる成果である。 

 

〇 個の資質・能力の確認と検証から、今後の教育活動につなぐプロセスを体現 

参加者間のシェア作業では、演習シートの記述が難しいと感じていた参加者であっても、生き生きと自信を

持って発言する姿が見受けられた。他校にはどのような背景の健康課題があるのか、人的支援は何か、養

護教諭としての悩みや支援の難しさ、さらには成功体験を共有し合うことによって、新たな支援策の検討に協

議が発展してくシェア作業の様子は、個の資質・能力の確認と検証から、今後の教育活動につなぐプロセス

を体現するものとなった。 

 

〇 様々な場面に活用を広げることができるワークシートの可能性 

「自身のステップアップにつながった」「チーム学校としてさらに支援チームを模索したい」という声を聴取でき

たことは大きな成果であり、今後、この課題解決演習シートは、事例検討や方策検討の研修教材、卓上訓

練等、様々な場面に活用を広げることができるという可能性を見出すことができた。 

 

〇 ファシリテーター（指導助言者）の育成と演習シートの記入例を示すことの効果 

演習の進め方としてファシリテーターによる声掛けは大変効果的であった。個人作業時の机間巡視による

声掛けも適宜必要である。例えば、想定や理想含めて書いて良いこと、手順を順守せずに埋めやすい箇所

や全体を見通して記述して良いこと、記入例にヒントがあること等である。研修を効果的に進めるためは、研修

担当者の育成も必要であることが分かった。記入例の活用にも課題が残る。記入例が参考になる一方で、

それを意識しすぎて自身の課題が見えにくくなったり、書きにくさを感じたりする参加者がいたため、記入例の内

容や表記の仕方について工夫する必要がある。 
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(２)課題 

〇 研修時間内でどのように時間を確保するか 

今回の研修では、課題解決演習シートを７０分の時間設定で行ったが、時間内での作業は難しかったよう

に思える。演習内容を深めるためには、限られた研修時間内でどのように時間を確保し、どのような時間配分

で進めていくかが今後の検討課題となる。参加者は、「養護教諭育成支援事業」報告書の演習シートの書

き方を一読して研修に臨むことや、事例を準備しておく等、事前準備によって演習時間を確保することができる

か等検討する必要である。 

 

〇 育成指標の理解はもとより、演習による体験によって学ぶ 

「育成指標」に関する理解についての課題も見えてきた。今回の研修会では、育成指標の策定やその経

緯などについても触れ、子供たちの現代的な健康課題への対応を、自分自身のステージでどのように支援し

ていくか、養護教諭として自分自身は何が求められているのか、省察と研鑚の必要性を確認する機会となっ

たことは確かであるが、育成指標そのものの理解は十分とはいえない。今後、さらに課題解決演習シートと育

成指標との関連に理解を深め、時代の変化と共に多様化する子供たちの健康課題解決を支援する養護教

諭育成のための効果的なプログラムとなるよう検討していきたい。 
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おわりに 

 

そもそも本育成指標とは「誰のために」「何のために」あるのか、その原点は教員の

それぞれのステージに必要な資質の目安を示したものと考えます。本事業は、埼玉県

で作成した養護教諭の資質向上に関する育成指標の具現化が重要な目標としていまし

た。今年度は、埼玉県養護教諭会では組織をあげての調査、越谷市養護教諭研究会で

は育成指標の具現化のための研修会の開催など関係機関の協力を得てさまざまな取組

を展開しました。本事業を振り返り、委員並びに研修参加者からの意見等からまとめ

たいと思います。 
 

１ ライフステージ全体から学びの見通しを持つ 

研修参加者から「育成指標とは何か、この用語は耳にしたことはあったが具体的にどのよう

なものかわからなかったが研修会に参加して育成指標の全体像を見ると養護教諭人生のステー

ジ毎に職務実践に必要な資質が「たて」の職内容と「よこ」のステージの関係がよく理解でき

た」「自己の現在のステージに必要な資質、これからのステージに必要とする資質がイメージ

でき、学びの見通を持つことができた」等の声がありました。これらから育成指標の具現化の

ためには全体的視野から理解することの重要性をあらためて確認しました。 

２ 育成指標は実践に活かしてこそ「価値」がある 

育成指標は、教員がそれぞれのステージにおいて実践に必要とする資質についての目安を示

しています。それが単に紙媒体として保管されているだけではもったいないです。「育成指標」

の活用と具現化を図ることを目指して、年次研修、地域での研修会、養護教諭養成機関等それ

ぞれの場の特徴を活かして展開しています。育成指標は、それぞれのステージで実践に活用す

ることで作成の意義と価値が発揮できることを実感しました。 

３ 演習シートは「育成指標」と「実践」をつなぐ架け橋 

子供たちが抱える健康課題解決と育成指標をつなぐために、本委員会では演習シートを開発

しました。このシートは、①養護教諭が自校の課題解決の方策の具現化②チームとしての取組

の確認 ③それぞれの専門を活かした連携の在り方とコーディネーター的役割の明確化 ④一連

の対応からこれからの教育活動全般につなぐ⑤課題解決に必要とする資質と育成指標と相互に

比較できる等の特徴があります。この検証のため越谷市の養護教諭研究会の協力を得て演習シ

ート活用の研修を実施しました。この研修では、「自校の課題の対応のみで終結することなく

その後の教育活動につなぐことの醍醐味を実感した」との感想を耳にしました。まさに為すこ

とによって学ぶといえます。 

４ 養護教諭の組織をあげた調査（1,635人）は、育成指標の具現化の意識啓発に発展 

埼玉県養護教諭会は全組織をあげて研究の一環として育成指標について自己評価及び管理職

による活用チェックリストを実施しました。その結果から、管理職が養護教諭への理解と期待

等が数値として明らかになったことは大変意義深いことです。（詳細巻末掲載） 
 
これからにむけて －その先の子供たちの生きる力の源に－ 

子供たちの健康を保持増進するすべての活動を担う養護教諭は、育成指標を目途に

しつつ、養護教諭の専門性、保健室の機能を最大限に活かすともにコーディネーター

として調整役を発揮し、子供たちの心身の健康課題の解決に進むことが育成指標の具

現化に迫るものと考えます。今を生きようとしている子供たちの自己実現に向かって

育成指標が少しでも寄与できれば幸甚です。 

 

調査研究委員会委員長 三木 とみ子（女子栄養大学 名誉教授） 
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